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Ⅰ 法人報告 

 

 すべての人が住み慣れた町で、心豊かに暮らし続けるために、との思

いをいたし設立した社会福祉法人森の宮福祉会は、基本理念を 

 「 笑 顔 」    「 ま ご こ ろ 」    「 ハーモニー  」 とし、 

 「ひとつひとつの音色大切にします、自分らしさを奏でてください」 

を常に心がけ、利用者様、ご家族様、地域の皆様、職員や、当施設 

にかかわる皆様の幸せを求め、当施設の運営の二本柱である 

「 地 域 」 と 「 音 楽 」 を下記のように実践している。 

平成３０年度の重点目標を昨年同様 『笑顔が集うハミングベル』とし、

経営環境や職員採用が非常に厳しくなる中、苦しい時こそ法人の基本

理念である「笑顔」に立ち返り、法人運営や施設サービスに取り組んだ。 

 

 

１，法人での取り組み行事  
 

１ 感謝の集い 

 目的：「ハミングベルに集うすべての人に感謝！」をテーマに、日頃施設運営にお

世話になっている関係者やボランティア、近隣地域住民、職員及びその家族

を招き「感謝の集い」を開催する。また、記念コンサートでは、本格的なプ

ロの演奏を、入所、通所、訪問等の利用者、家族、地域住民も一緒に楽しむ。 

 日程：６月３日（日） 

 規模：１部 式典１１２名 

    ２部 記念コンサート 約１５０名 

 内容：第１部 理事長より感謝の挨拶のあと、ボランティアに対し感謝状並びに永

年勤続（５年・１０年・１５年）の職員に対し表彰状、金一封を贈呈し、

給食委託業者である「日清医療食品（株）」の料理をバイキングで楽しん

でいただいた。 

    第２部 記念コンサート   

ソプラノ  清原 千賀      バイオリン   遠山 千景  海道 久恵 

ピアノ    佐藤 節子 
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２ 納涼祭 

目的： 入所、通所、訪問等の利用者、家族、ボランティア、地域住民も一緒に夏

祭りを楽しむ 

日程： ８月２６日（日）午後５時～７時ごろ 

規模： 約５００名参加 

内容： 先の理事長の友人で、北中道地域出身の先々代代表者が礎を築かれたお好 

み焼き専門店「ゆかり」さんより、お好み焼き、焼きそばを各々５００人前の寄付を 

いただき、給食業者「日清医療食品」の調理による焼き鳥、フランクフルト等の屋 

台や飲み物の屋台を玄関吹き抜けに設置、デイフロアの一部を子供コーナーと 

するなど、施設１階部分全体を会場とし実施した。 

 地域生涯学習グループの小学生を交えた和太鼓演奏で開幕、施設内では民 

踊ボランティア団体「舞穂会」による盆踊り、施設職員のよさこい鳴子踊りの披露、 

生活支援ハウスを会場にカラオケ大会、デイフロアではヨーヨーつり、綿菓子、 

射的コーナーなど、職員やボランティアによる屋台運営で、昔懐かしい夏祭りを再 

現、利用者のみならず地域の皆さんにも楽しんで頂ける盛大な行事となった。 

 

３ クリスマス会１２月２３日（日） 

目的：  特養行事のクリスマス会のうち、利用者、家族一緒の食事会を各フロアで楽しんで

頂き、理事長のサンタよりクリスマスのプレゼントを渡す。 

 特養各フロアにて利用者、家族がクリスマスコンサートを楽しむ。出し物は「子ど

も・いのち輝け！合唱団」による合唱、職員による出し物、２部に出演の方々により、

高齢者に喜ばれる曲の演奏で楽しんでいただいた。 

 第２部は、地域の方向けに東成区第九を歌う会によるコンサートを開催する。 

 指揮者・ピアノ   喜多 光三    ソプラノ  高嶋  優羽  

       メゾソプラノ    野上 貴子    テノール 竹内  直紀 

       バ リ ト ン    嶋本  晃     ピアノ   小笹山紀子  

       東成区第九を歌う会の皆様 

 

４ もちつき大会 ①「ハミングベル中道」 １２月２７日（木） 

 ②「ハミングベル緑橋」 １２月２６日（水） 

① 特養、デイサービス、生活支援ハウス入居者、地域住民を対象に、地元町会から餅つき

道具の借用とお手伝いをお願いし、準備から片付けまでボランティアの協力により約２５

キログラムの餅をつく。 

当日はぜんざいをおやつに、昔ながらの餅つきを楽しみ、お正月を迎える準備を行った。

例年同様、北中道小学校いきいき教室の子供たち等の参加もあり、つきたての餅や、ぜ

んざいを振る舞った。 

② 緑橋の地元町会である東中本連合第１町会との交流行事とし、道具類は中道から運び、

入居者、家族、町会の方々と子ども達で、餅をついたり丸めたりと、賑やかな餅つきとな
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った。近隣の方へぜんざいを振る舞い、配布を行った。 

 

２，地域交流事業  

地域の高齢者の相談窓口としての役割を持つ地域在宅介護支援センターを含め、

当法人は、各部門で地域に向けて様々な取り組みを行っている。 

 

１ 地域中学校、小学校、幼稚園との交流 

玉津中学校 ： 職場体験受入 

北中道小学校： 施設探検とインタビュー、小学校運動会、伝承遊びでの交流 

森之宮小学校： 見学会 

北中道幼稚園： 月１回の定期的な交流（デイサービス） 

 

 

２ 地域生涯学習との協働 

＊施設より講師派遣 

＊受講生の発表の場として、ボランティア活動を受入 

社交ダンスクラブ 

唱歌を楽しく歌いましょう 

民謡クラブ（ふるさと会） 

和太鼓教室 

＊北中道文化祭行事（展示・舞台発表）に参加  

展示：特養、デイ利用者、生活支援ハウス入居者、職員の作品を展示、地域の住民

にも来ていただく。 
 

３，音楽療法  

 音楽療法士（当法人正職員）による、音楽療法を実施する傍ら、法人の音楽に関わる様々

な取り組みを企画  （Ｐ２３～２４ 音楽療法の報告参照） 

４，理事会、評議員会の開催  

平成３０年  ５月３０日（水）    第１回理事会 

６月１５日（金）    第１回評議員会 

      １１月２８日（水）    第２回理事会 

 平成３１年  ３月１９日（火）    第３回理事会 

３月１９日（火）    第２回評議員会 

 

５，その他  

  ホームページのリニューアルを実施する。 
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Ⅱ 高齢者総合ケアセンター ハミングベル中道 

① 各部門報告 

１、特別養護老人ホーム（ショートステイ含む） 

 

 当施設の基本的な介護方針  

◎ ケアプランに基づく介護 

 

◆ケアプラン作成状況 

*暫定プラン： 入所時～約 1 ヶ月 28 件作成完了（他 1件は直接本プラン作成） 

*本プラン  ： 12 ヶ月又は要介護認定更新時及び退院後  随時作成完了 

*看取り介護： ６か月 毎月フロア会議にて確認 

*要介護認定更新状況（区分変更申請含む）： 調査 50 件実施（調査員実施） 

（他３件取下げ、4 件病院にて） 

*ケースカンファレンスの取り組み 

施設長、ケアマネジャー、医師、看護師、機能訓練指導員､介護職、管理栄養士、相

談員(時に本人、家族を含む)等のメンバーで、ケアプラン見直し時に、又ケアプランの

変更は必要ないが生活上の問題が出現した時に、ケアカンファレンスを行っている。 

*モニタリングの実施：毎月（ケアワーカー＋ケアマネジャー） 

*フロア会議でのケアプランや認定調査に関する研修実施 

*ショートステイのケアプラン作成：３泊４日を超える入所者に作成 

*ケアプラン予定表と確認表の作成、担当職員によるケアチェック表の作成 

*機能訓練計画：３か月毎（機能訓練指導員、ＮＳ、介護職、ケアマネ） 

 

◆身体拘束：０件  

 

◆退所について 

      退  所  者 27 件 

    施設にて看取り介護実施 13 件 

    病院にて死亡 5 件 

    入院退所 5 件 

    療養型入所 4 件 

                      (他 9 名 H31 年４/１時点で看取り継続) 

◆再入所：1 件 
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 入所者の報告等（月別利用者の報告） 

 

◎入所者の状況 

（１）月別利用者数・定員（８０人） 短期入所定員（ ８人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）退所者の状況 

区分 帰宅 他施設に移転 病院に入院 療養型に入所 死亡 計 

退所者数 0 人 0 人 5 人 4 人 18 人 27 人 

 

（３）平均利用者数・稼働率 

区分 延べ利用者数 

(A) 

年歴日数 

(B) 

平均使用者数 

（A／B） 

稼働率 

施設入所 ２７,６７７人 ３６５日 ７５．８人 ９４．７％ 

短期入所 ２,４１２人 ３６５日 ６.６人 ８３．９％ 

合計 ３０,０８９人 ３６５日 ８２．４人 ９３．７％ 

 

（４）措置による入所者：0 人 

 

（５）年齢別・男女別入所者数 

６５歳未満 ６５歳以上 計 平均年齢 最高齢 最若齢

男 0 7 7 ８６．５歳 ９６歳 ７６歳

女 0 73 73 ８７．１歳 １０４歳 ６８歳

計 0 80 80 ８７    歳
 

 

 

 

 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

在籍者数 80 80 80 79 79 78 77 78 80 78 80 80 ―

特例入所者
数

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

新規入所者
数

0 1 0 1 3 2 5 5 3 2 3 0 25

退所者数 2 1 0 2 3 3 6 4 1 4 1 0 27

短期入所利用
者延べ人数

213 196 246 233 253 202 227 201 190 162 147 142 2412
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（６）介護度別・男女別入所者数 

要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 平均

男 0 0 1 5 1 4.0

女 0 1 12 38 22 4.1

計 0 1 13 43 23 4.1

 

 

 主な行事（会議含む） 

◎ 年間行事 

4 月 お花見（雨天の為施設内で実施・造幣局観桜会は 3 名参加） 

5 月 父の日母の日感謝の日（職員の出し物・おやつバイキング） 

6 月 外出・外食行事（ラーメン屋台） 

7 月 運動会 

8 月 納涼祭 

9 月 敬老祭（表彰） 

10 月 伝承遊び 

（北中道小学生との交流：魚釣り・ハロウィンアート製作・ことわざ遊び） 

11 月 文化祭・お茶会 

12 月 クリスマス会・餅つき 

1 月 正月（おせち料理・初詣・獅子舞・筝曲演奏会） 

2 月 節分 

3 月 ひな祭り・力士訪問 

 

◎ クラブ活動 

書道、茶道、華道、カラオケ、俳句・短歌： → 1 回／月 

編み物： → 3～4 回／月 

 

◎ その他の行事 

定期的行事     単発的行事 

変わり湯（5・7・10・12・3 月）  運動会（北中道小学校） 

誕生会（毎月）     不在者投票 

おやつレク（毎月）     

寿司屋台（年 2 回）     
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※ ボランティアによる定期的行事 

  社交ダンス（1 回／月） 

  ふるさと会（民謡）（1 回／月） 

  唱歌（１回／月） 

  シャンソン（１回／月） 

  ESA 音楽学院（1 回／月） 

頭の体操（１回／週） 

メイク（４回／年） 

 

◎ ボランティアの受入状況   

ボランティア活動日誌記載者合計：1,261 名（行事含む） 

 

・定期的ボランティア 

入浴介助、話し相手、編み物、音楽レク、クラブ活動手伝い、 

食事後片付け、音楽演奏、頭の体操 

・単発的ボランティア 

各行事付き添い、雛人形飾りつけ等 

・大阪市介護予防ポイント事業 

   登録者：１8 名 

   ポイント付与数：367 ﾎﾟｲﾝﾄ 

 

◎ 会議 

特養会： 月１回 

リーダー会： 月１回 

フロア会議（フロア研修）： 月１回 

サービス向上委員会： 月１回 

教育・研修委員会： 月１回 

リスクマネージメント委員会： 月１回 

行事・レク委員会： 月１回 

物品・施設管理委員会： 月１回 

広報・写真委員会： 月１回 

 防災委員会  10 月発足：2 か月に 1 回 

◎ 入所選考委員会の取組み 

今年度は、申込みＮｏ．1633～1713（合計80名）を新たに名簿に加え、解約者が出た
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場合に備えて、今まで通り上位待機者に予め面接を実施し、事前に入所待機者として

の優先順位を入所選考委員会で決定する方法で、入所者を決定した。    

入所選考委員会の開催は、特養会の中でほぼ毎回行い、今年度は第 65 回～第 76

回の 12 回実施した。医師には別途健康情報の確認を同時並行で行っている。 

保留待機者を除くと、60名前後の待機者がいるが、保留待機者などにも確認を行うな

どし、現状を聞くなどを行った。 

 

特記すべき取り組み 

 

◎ H30 年度の特徴 

  行事などでは、各部署などの協力を得ながら、特養利用者の笑顔を引き出せるよ

う努めていた。現場で困っている事をしないということで、特養会などで洗濯物に

関してや、ショートステイの利用者の対応など意見交換を行う事で形に出来たもの

も多くあった。今後も協力し合える雰囲気を大切にし、やりがいを感じ笑顔で働き

続けられるよう努力を続けている。 

 

◎ 実習生の受入状況（合計 13 名） 特養受入れ述べ人数：35 人 

職場体験（1 名）      

介護等体験（7 名） 

社会福祉士実習（1 名） 

介護福祉士実習（なし） 

音楽療法士（4 名） 

昇陽高等学校実習（0 名）1 名来るが、1 日のみで中止となる。 

 

◎ 見学者の受入状況 

随時：名簿記載者 65 名 

 

◎ 家族等の面会 

今年度も家族の面会が非常に多く、家族会も含めて行事等にとても協力的な家族

が多い。特に新入所の家族参加率が高い特徴あり。 

特養・ショート延べ面会者数：9,518 人（793 人／月）（名簿記載者のみ） 

 

◎ 奏でる日叶える日 

実施件数：3 件 

内  容：・行ってみたい場所への外出 

（長居公園、大阪道頓堀（かに道楽本店）、天王寺（通天閣）） 
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◎ 家族会 

日 内  容 出席者数 

5/27(日) 第 12 回 家族会総会 
20 名 

(委任状:52 名) 

7/29(日)  第 1 回 昼食試食会 32 名 

9/9(日) 
第 1 回 家族会講習会 

『陶芸教室』 
10 名 

9/23(日) 第 1 回 陶芸教室の続き（色付け） 9 名 

10/6(土) 
モニカ （ザ ランドマークスクエア オオサカ） 

 ランチと歓談 
30 名 

2/24(日) 

第 2 回 家族会講習会・昼食試食会 

『生活リハビリテーションとは～自分で出来る予

防エクササイズ』 

特別養護老人ホーム ハミングベル中道 

    機能訓練指導員 綿村 礼 職員 

34 名 

 

16 名 

 

     

 

 
２、デイサービスセンター 
◎ 平成 30 年度デイサービス 月別利用者の推移

デイサービス　月別利用者の推移

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

介護給付のべ利用者 579 629 618 625 627 554 571 508 462 471 482 519 6645

予防給付のべ利用者 117 130 117 121 118 117 126 132 120 112 104 115 1429

合計 696 759 735 746 745 671 697 640 582 583 586 752 8,074

営業日数 25 26 26 26 27 25 27 26 25 24 24 27 308

1日平均利用者数 27.8 29.2 28.3 28.7 27.6 26.8 25.8 24.6 23.3 24.3 24.4 27.9 26.2

◆過去年度との比較 

・平成 29 年度 平均 27.6 → 平成 30 年度 平均 26.2 

・介護延べ総数 6477 名 → 6645 名 

・予防延べ総数 2056 名 → 1429 名 
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◎ ボランティア実績 

・俳句ボランティア（木村先生） 

・社交ダンスボランティア 

・ふるさと会（民謡ボランティア） 

・舞穂会（民謡ボランティア） 

・シャンソンボランティア 

・囲碁ボランティア 

・あしたば会（歌体操） 

・ピアノアンサンブル 

・コーロすみれ（コーラスボランティア） 

・北中道幼稚園園児との交流（毎月 1回） 

・紙芝居ボランティアどんぐり文庫 

・民謡ボランティア玉和会 

 

◎行事報告 

4 月 sakura どら焼き作り 

5 月  

6 月 風鈴作り 

7 月  

8 月  

9 月  

10 月 
北中道小学校文化祭・東成区通所連絡会「利用者様の作品展」へ出展 

ハミングベル中道文化祭 

11 月 

 

お寿司屋台 

避難訓練 

12 月 
年末紅白歌合戦 

餅つき（地域交流行事） 

1 月  

2 月 昭和タイムトラベル～平成そして．．．（ポン菓子、落語、手品） 

3 月 
 

力士訪問 
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◎変わり湯 

4 月  

5 月 菖蒲湯 

6 月  

7 月 夏の湯 

8 月 ハワイ湯 

9 月  

10 月  

11 月 紅葉湯 

12 月 ゆず風呂 

1 月  

2 月  

3 月 ボディーソープ湯 

 

◎ 曜日対抗選手権 

1 週間同じ内容のレクリエーションを行い曜日対抗で成績を競いあい、優勝曜日には、

普段のおやつに 1品追加されるという特典をつける。 

（目的）利用者様、職員、そこにいる全員がひとつの目的に向かうことで曜日ごとの

利用者様同士の関係を深める。 

 

◎会議 

・デイ会議（毎月）第１水曜 

・ケース検討会（毎月）第３水曜 

4 月 春到来！皆で花を咲かせましょう！選手権！！  

5 月 大物ゲット！カツオ一本釣り選手権 

6 月 優勝は運まかせ！？草抜き選手権！！ 

7 月 夏の風物詩！流し○○選手権 

8 月 皆でお化けをズドドドッ選手権！！！ 

9 月 ニョキニョキまつたけ山選手権 

10 月 トロピカル・スクワッシュ選手権 

11 月 着地を決めろ！鳥人間選手権 

12 月 来年の抱負を述べて！煩悩選手権！！ 

1 月 新春初夢大売出し選手権 

2 月 皆で梅を咲かせよう選手権！ 

3 月 ピンボールゲット！選手権 
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・大阪市老人福祉施設連盟 デイサービス連絡協議会（月 1回） 

・東成区通所サービス連絡会運営会議（月 1回） 

・東成区介護サービス事業者連絡会 会議（3ヶ月に１回） 

 

◎レクリエーション雑誌掲載 

※ 〇介護レク広場.book Vol.2 

【8・9 月レク】(おはよう 21 2018 年 7 月号別冊) 中央法規出版株式会社 

〇介護レク広場.book Vol.2 

【9・10 月レク】(おはよう 21 2018 年 9 月号別冊) 中央法規出版株式会社 

 

◎フロア研修 

４月 ：利用者のプライバシーの保護の取り組みについて 

５月 ：食中毒予防（利用者・ご家族への注意喚起） 

６月 ：認知症実践者研修 N 氏の取り組みについて 

７月 ：夏場のスキンケアについて 

８月 ：利用者の立場に立って考え、自らをふりかえる言葉づかいマナーについて 

９月 ：利用者の立場に立って考え自らを振り返る② 

10 月 ：感染症及び食中毒の発生の予防及び蔓延の防止について 

インフルエンザ等の休みの基準について 

12 月 ：口腔保健指導等について 

１月 ：介護の理念、相談員の役割、専門職の倫理、責任について 

２月 ：ポジショニング・シーティングについて 

３月 ：通所介護の加算について 

 

 

３、在宅介護支援センター 

●閉じこもり等予防事業・なにわ元気塾（※介護予防事業）「ふれ愛サロン」 

閉じこもり、認知症、うつ等の状態または疑いある対象者に対して、生活機能の向上や

認知症予防等の観点から、音楽療法や体操などのレクリエーション活動を行う。 

 

年間 2 クール実施（1 クール 全 6 回）第 4 金曜日 14：00～15：30 

第 1 クール 

4／27 フラワーアレンジメント 担当：ベルコ 

5／25 キューピー出前講座 担当：キユーピー株式会社 

6／22 お口の体操 担当：溝口先生 

7／27 民謡（ふるさと会） 担当：ボランティア 

8／24 認知症予防について 担当：東成区オレンジチーム 
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9／28 体操 担当：福本（介護予防運動指導員） 

 第 2 クール 

10／26 シャンソン 担当：ボランティア 

11／23 おやつ作り 担当：スタッフ 

12／28 脳トレ 担当：山田（社会福祉士） 

1／25 お口のケアについて 担当：瀬戸歯科衛生士 

2／22 体操 担当：福本（介護予防運動指導員） 

3／22 ヤクルト出前講座 担当：株式会社ヤクルト 

 

●陶芸教室 

9／9 ハミングベル中道特養家族会 10 名参加 

9／18 地域向け 6 名参加 

9／22 ハミングベル中道特養家族会 10 名参加 

10／1 ディサービス利用者向け 2 名参加 

10／2 地域向け 6 名参加 

10／15 ディサービス利用者向け 2 名参加 

 

●在宅介護支援センター・介護予防遠足 

平成 30 年 5 月 17 日（木）「造幣局・食事 たなごころ」 

参加者 11 名 

 

●ハミングベル寄席 

笑うことによる脳の活性化を目的に、地域住民を対象としボランティアによるハミングベル寄

席を開催。3 ヶ月に 1回。第 1土曜日。 

平成 30 年 4 月 1 日（土）～平成 31 年 3 月 31 日（土）計 4 回 

参加者 15 名程度 

 

●ふれ愛パンジー音楽サロン 

音楽のもつ「癒し」や「和み」の効果を活かし、東成区民に対し音楽療法を行う。ハミングベ

ル職員の音楽療法士が、区役所ふれ愛パンジーにおいて毎月第 1 水曜日開催。 

平成 30 年 4 月 1 日（水）～平成 31 年 3 月 31 日（水）計 11 回 

参加者 10 名程度 

 

●研修･外部への会議状況等 

○研修、会議、講座、行事等  

7/23 大阪市なにわ元気塾担当者会議(大阪市役所） 

10/10 ハミングベル生活支援ハウス遠足（畑中・山田） 

12/21 大阪市介護予防教室（なにわ元気塾）事業応募事業者向け説明会 
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４、居宅介護支援事業所 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

介護給付 12 12 11 11 13 13 14 12

予防給付 19 20 21 20 20 22 21 20

１２月 １月 ２月 ３月 計

介護給付 15 13 13 0 112

予防給付 20 20 15 0 218

 

H30 年度 新規件数 14 件   終了件数 29 件  

 

平成 31 年 4 月 30 日をもって事業閉鎖 

 

●研修･外部への会議状況 

4／2～3 新人合宿研修同行   

4／20 居宅連絡会 

7/20 研修「介護保険制度改正」 

5／11 居宅連絡会 執行部会研修「介護保険制度改正」 

5／12 研修「多職種連携 制度改正」 

5／18 居宅連絡会 

5/19 研修「多職種連携 在宅医療」 

6／5.14.26 ケアマネ更新研修 

6／8 居宅連絡会 執行部会 

6/15 居宅連絡会 

6/16 東成区支部研修「介護保険制度改正」 

6/29 東成区在宅医療・介護連携推進実務者会議ワーキング（啓発） 

7/13.27 ケアマネ更新研修 

7/18 東成区介護事業者連絡会 

7/20 居宅連絡会 

8/1 集団指導 

8/8.24 ケアマネ更新研修 

8/30 研修「在宅医療連携」 

8/31 東成区在宅医療・介護連携推進実務者会議ワーキング（啓発） 

9/12 ケアマネ更新研修 

9/14 居宅連絡会 執行部会 

9/21 居宅連絡会 
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9/27 東成区医師会 健康展打ち合わせ 

10/5 東成区在宅医療・介護連携推進実務者会議ワーキング（啓発） 

10/12 居宅連絡会 執行部会 

10/19 居宅連絡会 

11/9 居宅連絡会 執行部会 

11/16 居宅連絡会 

11/27 連続講座「在宅医療」 北中道会館 

11/29 東成区在宅医療・介護連携推進実務者会議ワーキング（啓発） 

12/1 東成区支部研修 

12/12 自立支援型ケアマネジメント検討会・説明会 

12/14 居宅連絡会 執行部会 

12/18 ケアプラン点検振り返り研修 

12/21 居宅連絡会 

12/26 東成区障がい者・高齢者虐待 

12/27 在宅医療・介護連携実務者会議  

1/14 居宅連絡会 執行部会 

1/16 介護サービス事業者連絡会 

1/17 東成区在宅医療・介護連携推進実務者会議ワーキング（啓発）  

1/18 居宅連絡会 

1/19 多職種連携会議 

1/26 在宅医療・介護講演会 

1/31 健康展 

2/5 居宅連絡会 執行部会 

2/15 居宅連絡会 

2/20 東成区在宅医療・介護連携推進実務者会議ワーキング（啓発） 

3/6 東成区在宅医療・介護連携推進実務者会議 

3/8 居宅連絡会 執行部会 

3/15 居宅連絡会 

3/25 居宅介護支援事業所廃止届出  

介護保険課指定・指導グループへ提出 

 

 

５、生活支援ハウス 
居住部門利用者と地域住民との交流を図るための各種事業及び場所の提供の状況 

年月日 主な出来事 担当 

毎週水曜 

頭の体操クラブ実施。支援ハウス入居者（希望者）と地域住民の

参加による、簡単な算数ドリル、国語ドリルを解き、認知症予防

を行う。 

生活援助員 
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毎週金曜 

（第４を除く） 

音楽クラブ実施。支援ハウス入居者（希望者）と地域住民の参

加。音楽療法士を中心に、馴染みのある曲を歌唱し当時を思い

出す。音楽に合わせての体操、虫食いの歌詞カードに歌詞を

埋めるなども行い認知症予防も図る。） 

音楽療法士 

生活援助員 

第４金曜 

ふれ愛サロン実施。地域住民、生活支援ハウス入居者、特養入

所者など３０名程度が参加し、外部講師（時には施設専門職）を

招き、前半は童謡、唱歌、懐メロなどを歌唱していただき、後半

は生活に密着したテーマで、介護予防講座、心と体の体操、栄

養に関して、口腔衛生に関して等を学び、最後におやつ付きの

ティータイムを楽しむ。 

特養、生活支援ハウス入居者には地域交流、地域住民には引

きこもり防止や友達作りの場を提供している。 

在介スタッフ 

音楽療法士 

生活援助員 

第 2日曜 
茶道クラブ 地域住民、生活支援ハウス入居者、特養入所者な

ど１５名 程度が参加。（講師：地域ボランティアによる） 

生活援助員 

特養介護職 

第１土曜 

(3 ヵ月に 1 回) 

ハミング寄席 地域住民、生活支援ハウス入居者など１０名程度

が参加。地域ボランティアによる落語を実施。 

在介スタッフ 

生活援助員 

毎週木曜 

第１月曜 

第２月曜 

選択型デイサービス（笑顔教室） 運動器の機能向上、栄養改

善、口腔機能向上のプログラムを組み合わせ、生活機能の向上

を図る 

機能訓練指導員 

看護師 

管理栄養士 

歯科衛生士 

生活援助員 

 

◎ 行事報告 

日 主な出来事 

４/８ 町会花見（北中道幼稚園） 

４/８ 誕生会 １８名参加 

５/７ 誕生会 １８名参加 

６/２０ 誕生会 １７名参加 

７/４ 食事会（バーベキュー） ２０名参加 

８/１３ 誕生会 １７名参加 

８/２７ 納涼祭 

９/１４ 敬老会（映画鑑賞） 誕生会 １８名参加 

１０/１０ 誕生会 １７名参加 

１０/１０ 食事会（太閤園）地域８名・支援ハウス１０名参加 

１１/２ 文化祭（お茶会） 

１１/４ 誕生会 １２名参加 

１１/１５ 火除大明神例祭宵宮 
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１１/１６ 火除大明神例祭、消防訓練 

１２/２１ クリスマス会 １７名参加 

１/１ 元日昼食会  １８名参加 

１/２８ 誕生会 １６名参加 

２/７ 誕生会 １４名参加 

３/１８ 誕生会 １６名参加、避難訓練 

 

◎ ケアカンファレンス 

 

◎生活支援ハウス会議 

 第１回   ６月１８日 

 第２回   １１月７日 

 

◎その他 

 ・ 下間みつ様 3/1 通夜・3/2 告別式  

 

                        

６、診療所 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月日 名前 出席者 

７/13 阿部和恵様 理事長、施設長、志摩、家族様 

7/18 枝木かほる様 理事長、施設長、志摩、上田、山田、薮内、石川 

12/5 長瀬宏様 理事長、施設長、志摩、吉田 CM、 

1/7 山崎てる子様 理事長、施設長、志摩、家族様 

嘱託医の配置状況 

曜日 月 火 水 木 金 

医
師
名 

上原 泰夫 岩本 伸一 岡本 章寛 上原 泰夫 村尾 卓哉 

診
療
科
目 

〈内科、外科

リハビリテー

ション科〉 

〈 内 科 〉 
（第 2、4週）

〈 精 神 科 〉 

〈内科、外科 

リハビリテー

ション科〉 

〈 内 科 〉 
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平成３０年度診療報酬実績 

 入所者（件/日） 職員（件/日） 件数計 のべ日数計 

Ｈ30.4 76 176 1 1 77 177 

Ｈ30.5 73 244 2 3 75 247 

Ｈ30.6 76 206 1 1 77 207 

Ｈ30.7 75 185 2 3 77 188 

Ｈ30.8 77 173 1 1 78 174 

Ｈ30.9 73 159 1 1 74 160 

Ｈ30.10 73 191 1 1 74 192 

Ｈ30.11 76 190 1 1 77 191 

Ｈ30.12 73 161 1 1 74 162 

Ｈ31.1 74 180 3 4 77 184 

Ｈ31.2 74 164 1 1 75 165 

Ｈ31.3 74 200 3 3 77 203 

合計 894 2,229 18 21 912 2,250 

 

平成 30 年度月別入院者 

 利用者入院数（人） 

４月 9 

５月 1 

６月 4 

７月 4 

８月 3 

９月 4 

10 月 9 

11 月 4 

12 月 3 

１月 6 

２月 4 

３月 2 

合計 53 
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平成３０年度看取り 

 開始 終了 

４月 0 1 

５月 0 0 

６月 0 0 

７月 2 1 

８月 1 1 

９月 1 3 

10 月 2 2 

11 月 4 3 

12 月 1 0 

１月 0 3 

２月 1 0 

３月 0 0 

合計 12 14 

 

インフルエンザ予防接種 

 利用者延べ人数 人／月 職員延べ人数 人／月 

H30年11月 

  12月    

75 109 

合  計 75 109 

 

利用者 胸部レントゲン  ５月   78 名実施 

    肺炎球菌ワクチン      12 名実地 

    5 月職員健診  中道 76 名  緑橋 55 名 

    夜勤 宿直者健康診断   50 名実施 

 

 

７、栄養課 
１．行事食・食事レク 

平成 30 年度行事食、食事レク実施状況 

4 月 14 日 15 日 特養寿司屋台（14 日 2・3 階、15 日 4・5 階） 

4 月 20 日 デイ・職員寿司屋台 

4 月 21 日 デイ・支援ハウス寿司屋台 
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5 月 13 日 母の日献立 

6 月 3 日 感謝の集い 

6 月 15 日 理事食 

6 月 27 日 夏献立 

7 月 7 日 七夕献立 

7 月 20 日 土用の丑献立 

8 月 26 日 納涼祭 

8 月 29 日  石川県郷土料理 

9 月 25 日 災害食 

9 月 17 日 敬老の日：松花堂弁当 

9 月 24 日 十五夜献立 

10 月 20 日 十三夜献立 

11 月 5 日 秋献立 

11 月 14 日 デイ・生活支援ハウス 寿司屋台 

11 月 15 日 デイ・職員 寿司屋台 

11 月 24 日・25 日 特養寿司屋台（24 日 2･3 階 25 日 4・5 階） 

12 月 22 日 冬至献立 

12 月 23 日 クリスマス会 

12 月 27 日 もちつき 

12 月 31 日 年越し蕎麦 

1 月 1 日 おせち料理 

1 月 7 日 七草粥 

2 月 2 日 節分 玉子のまき寿司 

3 月 2 日 ひなまつり 

 

２．研修状況 

平成 30 年  5 月 25 日 民間福祉施設食品衛生研修会「食中毒予防」 

平成 30 年  9 月 3 日 栄養士・調理師研修会 

「経口移行と維持加算の栄養マネジメント」 

平成 30 年 10 月 24 日 特定給食講演会「施設における災害対策」 

 

３．現場盛り付け対応職員の検便 

 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11 月 12月 １月 2 月 ３月 

実施 

者数 
1 49 4 2 2 2 2 1 1 1 1 1 

５月～１０月は２回／月実施 他は１回／月 

５月職員検便実施 
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４．嗜好調査 

今年度は 8 月に実施した。 

 

2018 年嗜好調査 全体 

 

１．今日の食事について 

①主食の硬さはいかがですか？ 

 特養 支援 ディ 職員 計 

硬い 5 0 1 1 7 

丁度良い 42 11 15 48 16 

柔らかい 6 0 1 4 11 

その他 2 2 0 2 6 

計 55 13 17 55 140 

 

②味付けはいかがですか？ 

○おかず 

 特養 支援 ディ 職員 計 

辛い 3 0 0 1 4 

甘い 0 0 0 0 0 

酸っぱい 1 0 0 0 1 

濃い 3 0 0 7 10 

薄い 9 0 1 12 22 

丁度良い 32 11 14 33 90 

その他 6 0 2 4 12 

計 54 11 17 57 139 

 

○汁 

 特養 支援 ディ 職員 計 

辛い 4 0 2 4 10 

丁度良い 32 10 11 32 85 

薄い 15 1 0 3 19 

その他 5 1 3 8 17 

計 56 12 16 47 131 

 

 

 

 

 



22 

③おかずの量はいかがですか？ 

 特養 支援 ディ 職員 計 

多い 8 0 1 5 14 

丁度良い 38 13 16 43 110 

少ない 6 0 2 8 16 

その他 2 0 0 3 5 

計 54 13 19 59 145 

 

④盛り付けはいかがですか？ 

 特養 支援 ディ 職員 計 

良い 14 0 5 8 27 

普通 35 13 13 46 107 

悪い 1 0 0 1 2 

その他 1 0 0 3 4 

計 51 13 18 58 140 

 

⑤おかずの色合いはいかがですか？ 

 特養 支援 ディ 職員 計 

良い 13 3 5 5 26 

普通 30 10 12 46 98 

悪い 4 0 0 3 7 

その他 5 0 0 2 7 

計 52 13 17 56 138 

 

⑥おやつはいかがですか？ 

 特養 ディ 計 

良い 22 8 30 

普通 24 8 32 

悪い 2 0 2 

その他 3 0 3 

計 51 16 67 

 

⑦ハミングベルの食事はおいしいですか？ 

 特養 支援 ディ 職員 計 

と て も お い し い 3 0 4 0 7 

おいしい 16 11 11 13 51 

ふつう 24 1 4 32 61 
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あまりおいしくない 6 0 0 8 14 

おいしくない 3 0 0 3 6 

計 52 12 19 56 139 

  

 

８、音楽療法 

個別音楽療法 

利用者様個別の様々なニーズに応えるため、居室や一対一になれる別室、または 

フロアの一角で個別音楽療法を実施 

 

 

特養音楽レク 

 フロアの利用者様は誰でも参加していただける音楽療法的集団音楽活動 

 各フロア別で下記日時に実施 

2 階 毎週火曜日 14:00～14:30  

   3 階 毎週木曜日 14:00～14:30 

4 階 毎週水曜日 14:00～14:30 

  5 階 毎週水曜日  15:30～16:00 

 

音楽トレーニング 

 機能訓練指導員と組んで、音楽に合わせて上下肢や口腔、見当識の訓練を行う為の 

セッションを下記日時に実施 

2 階 毎週金曜日  9:50～10:20 

   3 階 毎週金曜日 16:00～16:30 

4 階 毎週金曜日 10:30～11:00 

  5 階 毎週火曜日   9:50～10:20 

 

※以上３つのセッション活動は、次年度も大きく変えることはなく継続していく予定 

 

研修参加 

日本音楽療法学術大会 香川 9/14,15,16 

 

 

対象者  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 
セッション

数累計 利用者数 8 7 7  7  7  6 7 5 5  5  5 0 

セッション数 23 28 23  32  27 14 18 15 14  13  14 0 221 
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音楽クラブ       第 1.2.4.5 金曜日 生活支援ハウスにて 

 

その他 

・ふれ愛サロン（於：生活支援ハウス）毎月第 4 金曜日  

 音楽セクションの歌唱伴奏担当。季節に因んだ歌とその月の誕生日の参加者 

への“ハッピーバースデー”の歌唱 

・北中道生涯学習「唱歌を楽しく歌いましょう講座」伴奏 毎月第 2・4 木曜日  

・シャンソン・唱歌等 音楽ボランティアの伴奏 月 1 回 

・特養カラオケクラブ A・B 各 1 回/月 

・東成区ふれ愛パンジー 1 回/月開催  

・行事や演奏ボランティアの伴奏等 

・奏でる日参加（お誕生日の歌伴奏） 

・デイ音楽レク 1，2 回/月 

・ひがしなり合唱祭 伴奏者として出演 6/17 

・わがまち文化祭「唱歌を楽しく歌いましょう」伴奏出演 10/28 

・音楽療法実習生 3 名対応  

〇5/25,5/29,6/5,6/6,6/7 〇6/8,6/13,6/19,6/20,6/21 〇6/22,6/26,6/27,7/4,7/5 

 

 

 

項目 

第１週 第２週 第３週 第５週 小計 

月合計 
今年度

累計 

ふれ愛   

サロン 
計 

支

H 

特

養 

地

域 

支

H 

特

養 

地

域 

支

H 

特

養 

地

域 

支

H 

特

養 

地

域 

支

H 

特

養 

地

域 

支

H 

特

養 

地

域 

４月 6 1 15 6 0 17 3 1 21 
   

15 2 53 70 

871 

4 1 20 25 

５月 4 0 16 6 0 17 4 1 18 
   

14 1 51 66 6 1 26 33 

６月 5 0 18 7 1 22 7 1 23 
   

19 2 63 84 6 0 25 31 

７月 5 0 7 6 1 19 6 1 19 
   

17 2 63 64 6 0 14 20 

８月 6 1 20 5 1 19 5 1 21 4 1 20 20 4 80 104 5 0 27 32 

９月 4 1 22 
   

5 1 22 
   

9 2 44 55 2 1 21 24 

１０月 2 1 18 4 0 18 3 1 20 
   

9 2 56 67 4 0 25 29 

１１月 
   

2 1 20 4 1 23 
   

6 2 43 51 4 1 13 18 

１２月 3 1 21 2 1 19 2 1 19 
   

7 3 59 69 1 1 21 23 

１月 0 1 16 2 1 23 3 0 22 
   

5 2 61 68 2 1 28 31 

２月 2 1 25 3 1 20 3 1 21 
   

8 3 66 77 3 1 24 28 

３月 0 1 20 1 1 22 2 1 26 3 1 18 6 4 86 96 3 1 23 27 
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９、東成区オレンジチーム（認知症初期集中支援推進事業） 

１）運営体制 

（１）職員の適正配置 

大阪市の配置基準は 2.0 名であるが、当チームは 2.2 名配置し充実した支援体制を整えて

いる。（チーム員は医療職、介護職の両方を配置することとする。加えて、サポート医師の配

置も必須。） 

 職種 

 医療職 介護職 

 保健師 

看護師 

歯科衛生士 

 

社会福祉士 

介護福祉士 

チーム員 １名（0.5） １名（0.8） １名（0.5） 

認知症地域支援推進員 １名（0.5）   

計 1.0 人 0.8 人 0.5 人 

※チーム員医師（サポート医師）       川上クリニック   川上 朗 医師 

 

（２）専門性の確保（研修受講） 

研修名 参加日 

わが町の在宅歯科医療 30.05.19（土） 

認知症サポート医フォローアップ研修 30.08.25（土） 

第 1 水曜の会（本人サポートの会） 30.09.05（水） 

大阪市認知症疾患医療センター研修 第 10 回大阪市認知症セミナー 30.09.27（木） 

認知症・若年性認知症講演会（生野区主催） 30.10.09（火） 

「困った！どうする？認知症とのつき合い方」 30.10.25（木） 

認知症地域支援推進員フォローアップ研修 30.11.05（月） 

認知症初期集中支援チーム員フォローアップ研修 30.11.20(火) 

第 26 回ニッセイ財団高齢社会ワークショップ 

～高齢社会実践的研究助成成果発表～ 
30.11.30（金） 

第 10 回 大阪市認知症医療・福祉専門職研修  

『若年性認知症に取り組む』 
30.12.09（日） 

地域包括ケアシステム推進研修 31.02.05（火） 

認知症 専門的「診断」のみならず・・・ 

「対応」を一緒に考えてみませんか？ 

31.02.07（木） 

認知症サポート医フォローアップ研修 31.02.19（火） 

認知症総合支援事業取組報告会 31.03.20（水） 
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２）業務別取り組み 

（１）広報・普及活動、啓発活動 

① チラシ・ポスター等配布実績 

 

Ｈ30 年度 合計  

チラシ  10910 枚 

認知症ケアパス  2702 冊 

（東成区 認知症あれそれガイド・知っ得情報の２冊１組） 

 

※認知症ケアパスとは・・・認知症の人とその家族が、地域の中で本来の生活を営むために、

認知症の人と家族及び地域・医療・介護の人々が目標を共有し、それを達成するための連

携の仕組み。 

（引用：きょうと認知症あんしんなび http://www.kyoto-ninchisho.org/?page_id=271 

 

② 地域住民に対する啓発活動 「知って得する連続講座」開催 

東成区内 全１１校下で開催。場所は主に憩の家で、参加者は地域在住の高齢者など。 

認知症に関する正しい知識の習得を支援し、差別や偏見をなくすことを目指した。３０年度

に作成した認知症ケアパスを教科書として配布。 

 

開催後のアンケートで、何が知りたいかという質問に対し最も解答が多かった項目「認知症

予防」については、年度末に医師会主催 認知症区民公開講座において、大阪市立弘済

院附属病院神経内科部長兼福祉局高齢者施策部医務副主幹 金田大太医師を講師に招

聘し講演を依頼。当チームも共催。 

 

（２）個別ケース支援 

事業開始より３年目を終えた。毎年順調に相談数は増えている。詳細はグラフ参照。 

（※平成 28 年度より事業開始、平成 31 年度末で初回委託契約終了。平成 31 年４月より新たに事業受託し、

平成 35 年 3 月 31 日迄契約済み。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.kyoto-ninchisho.org/?page_id=271
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個別支援ケース データ集計        

（平成 28 年 4 月 1 日～平成 31 年 3 月 31 日）      

  

 

 

 

 

支援数

平成28年度 38

平成29年度 53

平成30年度 69

160

①男女比

性別

女 103

男 57

計 160

東中本 23

北中道 22

神路 20

中本 18

深江 17

中道 16

宝栄 12

片江 10

大成 9

今里 9

東小橋 4

計 160

②各小学校下別　相談数

女

64%

男

36%

東中本

14%

北中道

14%

神路

12%
中本

11%

深江

11%

中道

10%

宝栄

7%

片江

6%

大成

6%

今里

6%東小橋

3%
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③世帯類型

独居 80

夫婦のみ 40

未婚の子と

同居
25

子世帯と

同居
6

配偶者と子 1

兄弟と同居 2
他の親族と

同居
2

他 4

計 160

④年齢階層・性別

男 女

60以下 3 0

60-64 2 0

65-69 3 3

70-74 9 13

75-79 13 26

80-84 17 27

85-89 9 22

90- 0 12

不明 1 0

計 57 103

独居

50%

夫婦のみ

25%

未婚の子

と

同居

16%子世帯と

同居

4%

配偶者と 子

1%

兄弟と 同居

1%

他の親族と

同居

1%
他

2%

0 0
3

13

26 27
22

12

0

男 女

60以

下

5% 60-64
3%65-69

5%70-74
16%

75-79
23%

80-84
30%

85-89
16%

不明

2%
男

65-69
3%

70-74
13%

75-79
25%

80-84
26%

85-89
21%

90-
12%

女



29 

 

 

 

 

⑤-１a　認知症に最初に気付いた人（全ケース）
家族 65
近隣 14
医療機関 14
本人 10
区役所 6
民生 5
包括 6
警察 5
家主 5
地域SP 4
サ事業所 5
ケアマネ 4
医介C o 4
ブランチ 3
他 3
町会 2
社協 2
生活困窮 1
見守り 1
銀行 1

160

⑤-1b　認知症に最初に気付いた人（独居）

家族（別居） 18
近隣 12
医療機関 10
区役所 6
家主 5
民生 4
包括 4
警察 3
本人 3
ケアマネ 2
他 2
ブランチ 2
地域SP 2
社協 2
町会 2
サ事業所 1
銀行 1
生活困窮 1

80

家族

41%

近隣

9%

医療機関

9%

本人

6%

区役所

4%

民生

3%包括

4%

警察

3%

家主

3%

地域SP

3%

サ事業所

3%

ケアマネ

3%

医介Co

3%

ブラ ンチ

2%

他

2%

町会

1%

社協

1%

生活困窮

1% 見守り

1%

銀行

1%

家族（ 別居）

23%

近隣

15%

医療機関

13%
区役所

8%

家主

6%

民生

5%

包括

5%

警察

4%

本人

4%

ケアマネ

3%

他

3%
ブラ ンチ

3%

地域SP

3% 社協

3%

町会

3%

サ事業所

1%

銀行

1%

生活困窮

1%
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⑤-２　認知症に最初に気付いた人が連絡した機関

包括 60
チーム 24
ブランチ 17
区役所 17
医C o 10
家族 7
地域Sp 5
医療機関 5
サ事業所 4
見守り 4
他 2
民生委員 2
ケアマネ 1
社協 1
町会 1

160

⑥主治医の有無
有（内科） 85
有（他科） 30
有（専門医） 14
無し 29
対象外 2
計 160

有（ 内科）

53%

有（ 他科）

19%

有（ 専門

医）

9%

無し

18%

対象外

1%

包括

37%

チーム

15%

ブラ ンチ

11%

区役所

11%

医Co

6%

家族

4%

地域Sp

3%

医療機関

3%
サ事業所

2%

見守り

3%

他

1%民生委員

1%

ケアマネ

1%

社協

1%

町会

1%
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⑦－１介護認定（介入時）

未申請 96

要介護１ 26

申請中 11

要支援１ 9

要支援２ 6

要介護２ 4

対象外 3

非該当 2

区変中 1

要介護３ 1

要介護４ 1

160

⑦-２介護認定（介入後）

要介護１ 51

未申請 36

申請中 22

要支援１ 15

要介護２ 11

要支援２ 8

要介護４ 8

要介護３ 4

対象外 3

非該当 1

区変中 1

160

未申請

61%

要介護１

16%

申請中

7%

要支援１

6%要支援２

4%

要介護２

2%

対象外

2%

非該当

1%

区変中

1%

要介護１

32%

未申請

22%

申請中

14%

要支援１

9%

要介護２

7%

要支援２

5% 要介護４

5%

要介護３

2%

対象外

2%

非該当

1%

区変中

1%
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⑦-介入時未申請者の属性

男 36
女 60

計 96

独居 46
夫婦 26
未婚の子 12
子世帯 4
親戚 3
兄弟 3
配偶者と子 1
他 1

計 96

※独居と夫婦のみ世帯を
合わせると75％。

80-84歳 28
75-79歳 24
70-74歳 18
85-89歳 14
90-94歳 4
不明 2
65-69歳 2
60-64歳 2
100歳- 1
60歳以下 1

計 96

⑧　生保受給者
なし 137
あり 23
計 160

なし …

あり

14%

80-84歳

29%

75-79歳

25%

70-74歳

19%

85-89歳

15%

90-94歳

4%

不明

2%

65-69歳

2%60-64歳

2%

100歳-

1%
60歳以下

1%

独居

48%

夫婦

27%

未婚の子

13%

子世帯

4%

親戚

3%

兄弟

3%

配偶者と 子

1%

他

1%
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（３）会議への参加 

区内の認知症支援体制の構築の為、多くの会議体に参加し顔の見える関係づくりに努めて

いる。医介連携も推進していく事が出来るよう尽力している。 

 

参加会議の詳細は下記を参照。 
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１０、大阪市営「西今里住宅」における生活援助員派遣 

○平成３０年度 大阪市高齢者ケア付き住宅生活援助員配置事業実施報告 

 
入居戸 

（毎月末日現在） 
安否確認 
（回数） 

生活相談 
（回数） 

家事援助 
（回数） 

緊急通報 
（回数） 

４月 16 82 0 0 0 

５月 16 97 0 0 0 

６月 16 78 0 1 0 

７月 16 64 0 0 0 

８月 16 59 0 0 0 

９月 15 69 0 0 0 

１０月 16 72 0 0 0 

１１月 16 62 1 1 0 

１２月 16 63 1 0 0 

１月 16 56 0 0 0 

２月 16 64 0 2 0 

３月 16 72 0 0 0 

合計 191 838 2 4 0 

 

○地域交流事業の取り組み 

◎愛・音楽（あ・もーれ）西今里住宅音楽サロン（毎月第３水曜日実施） 

 地域の音楽サロンとして定着し、西今里住宅の住民や地域の方が参加している。 

平成３０年度 愛・音楽（あ・もーれ）参加者 

開催日 
参加者内訳 

総参加者数 
西今里 地域 

H30.4.18 2 21 23 

H30.5.16 2 14 16 

H30.6.20 2 14 16 

H30.7.18 2 18  20 

H30.8.15 2 19 21 

H30.9.19 2 28 30 

H30.10.17 2 26 28 

H30.11.21 4 28 32 

H30.12.19 3 22 25 

H31.1.16 3 15 18 

H31.2.20 3 19 22 

H31.3.20 4 11 15 

計 31 235 266 
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② 各委員会 

行事・レク委員会の取り組み  

・平成 30 年度全介護職を各月に担当を振り分け 

・月行事以外の地域からの行事の企画運営 

・クラブ活動の準備・開始・見直し 

・季節ごとで変わり湯継続（年 5 回） 

・各行事の反省 今後に向けて検討 

・食事に関する改善点等の検討・意見交換 

・平成 31 年度行事決定・変わり湯・担当フロア決定 

・屋上倉庫の整理 後片付けを効率良くする 

・食事レク物品の管理・補充 

・納涼祭の企画 

・おやつレクの提供 

 

 サービス向上委員会の取り組み  

・お客様意見箱の設置、集計、公表 

・苦情対応 

・看取り・振り返りカンファレンスについて 

・掲示板の活用 

・就職フェア用パンフレット作成 

・不適切ケアについて検討 

 

  教育・研修委員会の取り組み  

 

 平成 30 年度 研修実績   

4 月   

5 月 全体研修 接遇・マナーについての研修（外部講師）  

6 月   

7 月 全体研修 非常災害時の対応（外部講師） 

8 月 全体研修 みんなで防ごう食中毒 

9 月 全体研修 利用者体験研修 

10 月   

11 月 全体研修 腰痛予防研修（外部講師） 

12 月 全体研修 メンタルヘルス研修～アロマ呼吸法～（外部講師） 

1 月   

2 月 全体研修 看取りについて 

3 月 全体研修 認知症についての研修（外部講師） 
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今年度の振り返りより 

 

● 全体研修のアンケート等の意見をもとに必須研修に積極的に外部講師を依頼。内

容も充実していた。 

３０年度は、1 階エレベータ横の掲示板についての企画活用。月ごとに職員の学

びにつながる内容のものを掲示 

 

 リスクマネージメント委員会の取り組み  

＜緊急対応について＞ 

・応急手当普及員養成 0 名 救命救急講習会の実施 2 日間 

＜感染症対策＞ 

・季節による感染症対策の実施（インフルエンザ・食中毒・ノロウィルス） 

・ポスターの作成（家人や利用者様へ感染症の蔓延の警告） 

＜事故防止について＞ 

・各部署での事故防止対策報告・事故検討会の実施 

・事故発生予防ついて全体研修の実施 

＜環境パトロールの実施＞ 

・各部署のリスク、または良い点を探し、報告会を行う（２か月に１回２フロア巡回） 

＜身体拘束に結びつかないような取り組み＞ 

・センサーマットについて  

  各フロアでセンサーマット・タッチセンサー使用者をリストアップ 

  使用の理由を確認し、外す取り組みをする 

＜褥瘡巡回＞ 

 ・毎月報告 

＜よりよい介護をめざした取り組み＞ 

 ・職員向けに、身体拘束や虐待防止の周知ポスターを 2 ヵ月ごとに作成し意識付け  

 を行う 

 

平成 30 年度 年間事故分析 

 

 4 月 5 月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1月 2 月 3月 
年間 

合計 

転倒 4 7 3 4 3 8 7 9 13 9 8 7 82 

転落 6 3 3 2 9 5 5 3 4 4 3 4 51 

薬剤 3 6 4 4 0 0 2 0 2 2 2 3 28 

ずり落ち 3 4 1 1 1 2 2 3 1 1 4 5 28 

誤薬 ０ 0 ０ 2 16 0 0 0 0 2 0 0 20 

異食 0 0 1 4 0 0 0 1 0 0 2 0 8 



38 

座り込み 2 0 2 1 4 2 2 3 1 2 3 5 27 

外傷 2 2 9 8 3 4 5 5 2 2 2 8 52 

皮下出血 17 19 11 30 14 20 17 15 12 21 13 19 208 

その他 13 1 2  2 2 4 2 2 3 3 7 6 47 

月別合計 50 42 36 58 52 45 42 41 38 46 44 57 551 

 

物品・施設管理委員会の取り組み  

共通認識・・・コスト意識の向上と維持、早めに異常の察知と迅速な修理 

○物品管理  

各担当制の継続（リネン、浴室、文具、食品、洗剤、マット、施設備品） 

・入出庫管理と購入の流れを把握 

・無駄のない効率的な発注 

○施設管理 

・機器設備の正しい取扱いを確認（実地研修や故障状況を共有） 

・経年劣化による故障が増えている状況の中、機器設備を可能な限り維持していく。 

・故障等へ早めの対応や修理により、現場への影響や修繕費の増加を最小限に留める。 

・機器設備等は、長期メンテナンス契約等により急な故障を防ぎ、利用者の日常生活に支 

障を来たさないようにする。 

○消防用設備を活用した消防訓練実施（初期消火、夜間想定の実施等） 

 ・平成３０年４月７日（特養） 

 ・平成３０年１１月１５日（全体で夜間想定にて実施） 

 ・平成３１年３月１８日（生活支援ハウス） 

  

広報委員会の取り組み  

・ベルルだよりの発行を行う（年４回） 

平成 30 年 4 月 20 日  第 37 号発行 

平成 30 年 7 月 20 日  第 38 号発行 

平成 30 年 10 月 20 日  第 39 号発行 

平成 31 年  1 月 23 日  第 40 号発行 

防災委員会の取り組み 

  第 1 回開催 平成 30 年 10 月 10 日 

     体制の原案について、及び防災必要物資について検討 

  第 2 回開催 平成 30 年 12 月 12 日 

     職員用備蓄食、フロア用防災備品について検討 



39 

  第 3 回開催 平成 31 年 2 月 13 日 

     既存防災備品リスト及び現物の確認 

     備品等の置き場の件 

     防災情報ネットの利用と共有 

 

 

Ⅲ 地域密着型サービスセンター ハミングベル緑橋 

① 各部門報告 

１、グループホーム 音々（ねね） 

<入居者の報告等> 

◎入居状況 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1月 2 月 3 月 

在籍者数 17 17 17 18 18 18 18 16 16 17 17 15 

新規入居 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 

退居者数 0 0 1 0 0 0 0 2 0 0 0 2 

入院者数 1 1 1 3 2 1 0 0 1 2 2 1 

 

◎退居者状況 

 帰宅 他施設 病院 死亡 その他 計 

退居者数 0 人 2 人 1 人 2 人 0 人 5 人 

 

<行事報告> 

◎喫茶、サロン 

実施報告 

・西今里住宅：第 3水曜日   

・みどりんぐカフェ：第 1日曜日 

 

◎ボランティア 

・毎月第 4火曜日：俳句クラブ 

・毎月第 2水曜日：生け花クラブ 

・年２回    ：あんぱと講習 

・ ４月 （合同） コーロすみれ 

・ ６月 （合同） 東中本保育所交流 

       フラダンス（ココナッツ） 
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・ ７月 （合同） だんじり巡行 

・ ８月 （合同） パンジーお話会 Jr 

・１０月（合同）  ネイルメイク 

    （合同） フラダンス（ココナッツ） 

    （合同） コーロすみれ 

・１１月（合同） 東中本幼稚園交流 

・１２月（合同） 子供サンタ訪問 

・２月 （合同） フラダンス（ココナッツ） 

・３月 （合同） パンジーお話し会 Jr 

 

<クラブ活動> 

 編み物クラブ： 毎週木曜日  10：00～11：00 

 生花クラブ： 第 2水曜日  14：00～15：00 

 俳句クラブ： 第 3火曜日 10：45～11：45 

 

<会議> 

・ユニット会議： 1 回/月 

・GH 連絡会(管理者出席)： 1 回/月 

・GH 現場職員交流会： 1 回/３ヵ月 

・地域運営推進会議：   1 回/２ヵ月 

内容 入居状況、行事・クラブ報告、事故報告、研修報告 

 

<フロア研修> 

4 月 顧客満足について 

5 月 高齢者虐待防止 

6 月 ハミングベル緑橋の設備について 

8 月 死生観  

9 月 実地指導ＤＶＤ 

10 月 感染症 

11 月 認知症について 

12 月 デスカンファレンス 

３月 身体拘束廃止 
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◎行事報告 

平成 30 年度 GH 合同 

４月 お花見 

（ハミングベル中道） 

歩こう会 

 

５月 

遠足 

（海遊館） 

母の日 

 

６月 

外食 

（さと・ポートダイニング・焼

肉・寿司） 

 

７月 家族会 夏祭り・運動会 

８月  納涼祭 

   ９月  敬老祭 

  １１月  文化祭 

１２月 
 クリスマス会 

もちつき大会 

１月 白山神社初詣 獅子舞突入 

２月 節分 
 

３月 ひな祭り（お茶会） 
  

 

<その他> 

○実習生受け入れ 

・介護実習 ８月  2 名 

○消防訓練 2 回/年実施：5月、12 月 
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２、小規模多機能ホーム 楽々（らら） 

＊登録定員 ２５名 

＊通い定員 １４名／日 

＊宿泊定員 ５名／日 

＊訪問定員 希望・必要に応じ随時 

 

◎利用状況 

平成 30 年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 

要介護登録者数 10 11 12 15 16 17 17 

要支援登録者 4 5 5 3 3 3 3 

平均要介護度 1.7 1.8 2.1 2.3 2.1 2.1 2.1 

平均年齢 83.8 83.6 83.7 84.2 84.0 84.0 83.2 

通い延べ人数 199 230 239 288 320 315 307 

通い１日平均 6.6 7.4 7.9 9.2 10.3 10.5 9.9 

宿泊延べ人数 22 24 26 30 33 42 42 

宿泊１日平均 0.7 0.7 0.8 0.9 1.0 1.4 1.3 

宿泊実施日数 19/30 22/31 20/30 21/31 22/31 22/30 22/31 

訪問延べ件数 121 152 169 166 176 184 192 

 

平成 29 年度 １１月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 平均 

要介護登録者数 16 13 13 13 12   

要支援登録者数 3 3 4 4 4   

平均要介護度 1.9 2.1 2.1 2.2 2.3   

平均年齢 82.5 83.7 8.39 84.3 83.9   

通い延べ人数 276 256 249 231 237 3147 262 

通い１日平均 9.2 8.2 8.0 83.2 7.6   

宿泊延べ人数 30 15 18 16 17 273 23 

宿泊１日平均 0.6 0.3 0.5 0.5 0.5   

宿泊実施日数 19/30 12/31 14/31 12/28 11/31 216/365  

訪問延べ件数 172 181 153 143 149 1958 163 
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◎行事報告 

平成 30 年度 行事名 

４月 お花見：外食（さと）・三ノ瀬公園 

５月 外出行事：大阪城公園（ジョーテラス） 

６月 運動会（音々合同） 

７月 夏祭り 

８月 
スイカ割り 

中道納涼祭 

９月 敬老祭 

１０月 外出行事：カラオケスタジオみやび 

１１月 アート展 

１２月 クリスマス会 

１月 
新年会 

獅子舞突入 

２月 
節分 

スイーツバイキング（にこにこ合同） 

３月 外出行事：ひな祭り  

その他 

おやつ・食材の買い出しに近所のスーパーへ買い物 

定期的に近隣へのお散歩外出 

該当月に利用者様の誕生日会 

おやじカフェ（東中本）に参加 

◎クラブ・ボランティア 

・俳句クラ ブ：毎月第 4 火曜日 

・生け花クラブ：毎月第 2 水曜日 

・編み物クラブ：毎週  木曜日 

・傾聴ボランティア：2 名活動 

・あんぱと講習：年２回     

・合    同：東中本保育所交流・東中本幼稚園交流・フラダンス 

ネイルメイク・ぱんじぃお話会 Jr・コーロすみれ 

◎会議 

・小規模フロア会議 毎月実施 

・地域運営推進会議（グループホーム合同） １回／２カ月、実施 

・大阪市小規模多機能型居宅介護事業者交流連絡会 １回／２カ月、参加 

・東成区介護サービス事業者連絡会 １回／3 ヶ月、参加 
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◎フロア勉強会（フロア会議内にて実施） 

４月 理念 １０月 セルフコントロール 

５月 接遇・コミュニケーション １１月 サービス評価 

６月 施設設備について １２月 感染症 

７月 熱中症 １月 事例検討 

８月 集団指導ＤＶＤ視聴 ２月 介護の基本知識 

９月 虐待・身体拘束 ３月 認知症 

 

◎その他、取り組み 

・消防避難訓練  ：年２回 

・実習生受け入れ：2 名 

 

３、デイサービスセンター にこにこ（認知症対応型） 
※定員 １２名 

 
◎利用状況（月別利用者の推移） 

平成 30 年度 ４月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月  

介護給付 

延べ利用者数 

23 

199 

23 

207 

22 

201 

21 

179 

21 

178 

19 

153 

19 

170 

24 

184 

24 

192 

26 

180 

27 

190 

26 

210 

275 

2243 

予防給付 

延べ利用者数 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

合計 
 

199 

 

207 

 

201 

 

179 

 

178 

 

153 

 

170 

 

184 

 

192 

 

180 

 

190 

 

210 

 

2243 

営業日数 25 27 26 26 27 25 27 26 25 24 24 25 307 

1日平均利用者数 7.9 7.7 7.7 6.8 6.6 6.1 6.3 7.1 7.7 7.5 7.9 8.4 7.3 

 

◎行事報告 

平成 30 年度 行事名 

4 月 花見週間、歩こう会 

5 月 母の日企画「メッセージカード」、美容デイ 

外出行事「咲くやこの花館」 

6 月 父の日企画「メッセージカード」 

夏至行事「たこ焼きパーティー」 

7 月 七夕企画、「にこにこ夏祭り」 

8 月 流しそうめん 
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9 月 屋上ピクニック 

10 月 ハロウィンパーティー、外出行事「めんたいパーク」 

11 月 紅葉見物週間 

12 月 忘年会（鉄板焼き）、餅つき大会、年忘れ大射的大会、クリスマス会 

1 月 獅子舞突入、初詣（八王子神社） 、 十日戎（八阪神社） 

2 月 節分行事「豆当てゲーム」、スイーツバイキング 

3 月 ひな祭り企画「美容デイ」、（桃・桜）花見週間 

その他 誕生日会（該当月） 

 

◎ボランティア 

 ・合同：フラダンス・メイク・ネイルボランティア・お話会 

 ・話し相手ボランティア（1名）月曜日 約 1時間 

 

◎会議 

 ・にこにこフロア会議・ケース検討会実施 （毎月） 

 ・東成区通所介護連絡会参加 （概ね 2か月に 1回） 

 

◎その他、特筆すべき取り組み 

 ・音楽レクリエーションの取り組み 

 ・ＢＧＭの選曲、アロマディフューザー等 

 ・月刊みどりんぐ毎月発行 

 ・にこにこ便り毎月発行 

 ・実習生の受け入れ 

 ・にこにこ会議毎月開催 

 ・地域居宅介護支援事業所へ宣伝活動 

 

◎フロア研修   

 4 月：「認知症ケアについて」 

 5 月：「不穏な利用者様への支援について」  

 6 月：「人権について」 

 7 月：「災害時の対応について」  

 8 月：「集団指導から伝達事項」 

9 月：「感染症予防について」 

 10 月：「介護技術：不適切な介護～利用者体験～」 

11 月：「介護技術：コミュニケーション技法」 

12 月：「アンガーマネージメント」 

2 月：「身体拘束について」 

3 月：「看取りについて」 
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４、居宅介護支援事業所 

●ケアプランセンター緑橋 実績 

H30年度　ケアプランセンター緑橋　予防・介護給付請求数

4月 5月 6月 7月 8月 9月

介護給付 85 82 81 85 81 86

予防給付 44 49 49 49 46 48

10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計

介護給付 86 87 87 89 84 95 1028

予防給付 48 47 47 47 46 61 581

 

●定例会議として、下記の内容で概ね 毎週会議を開催 

◎ 議事内 容 

①「現に抱える処遇困難ケースについての具体的な処遇方針」 

②「過去に取り扱ったケースについての問題点及びその改善方針」 

③「地域における事業者や活用できる社会資源の状況」 

④「保健医療及び福祉に関する諸制度」 

⑤「ケアマネジメントに関する技術」 

⑥「利用者からの苦情があった場合は、その内容及び改善方針」 

⑦「計画的に研修を開催」 

⑧「その他必要な事項」 

 

●「居宅連絡会」：毎月概ね第 3 金曜日 14 時～16 時      

東成区医師会館 3 階にて開催 

◎ 議事内 容 

①区役所介護保険担当からの連絡事項 

②地域包括支援センターより連絡事項 

③アピールタイム 

④各グループ企画 

⑤その他連絡事項 
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30 

年度 
年   間   研   修   一   覧 

月日 施設内 研修 月日 外部研修・居宅連絡会内研修 

4/17 理念（野々上） 5/12 
多職種連携にかかる医療・介護・障がい福祉

制度（藤本、杉本）  

5/24 接遇とコミュニケーション（野々上） 5/19 在宅医療・介護講演会（藤本） 

6/21 感染症について（杉本、深田、野々上） 6/15 
自立支援に向けたケアマネジメント（藤本、杉

本） 

11/15 事故防止予防/再発防止（野々上） 6/26 
第４回在宅支援の『和』「ここが知りたい緩和

ケア」（藤本） 

H31/2/27 救急救命（野々上） 
9/11 

 

栄養改善・口腔ケア・リハビリの新常識研修

（杉本） 

  9/21 
自立支援に向けたケアマネジメント １日目

（藤本、杉本） 

 
 

  10/19 
自立支援に向けたケアマネジメント ２日目

（藤本、杉本） 

    10/23 

平成 30 年度大阪しあわせネットワークコミュ

ニティーソーシャルワーカー養成研修会 １

日目（深田） 

    11/9 

平成 30 年度大阪しあわせネットワークコミュ

ニティーソーシャルワーカー養成研修会 2

日目（深田） 

  
  11/16 

居宅介護支援事業者連絡会出前講座（藤

本、杉本） 

  11/17 

平成 30 年度大阪しあわせネットワークコミュ

ニティーソーシャルワーカー養成研修会 3

日目（深田） 

  
12/1 

本人の想いを代弁する力をつけよう！！ 

～ある事例を通して～ （野々上） 

  
H31/1/15 

居宅連絡会出前講座 在宅医の役割と実際

（藤本、杉本） 

  
1/19 

第８回東成区多職種連携会「高齢者にやさし

いまち東成へ」（藤本、深田、野々上） 

  2/16 パーキンソン病の摂食・嚥下（野々上） 
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５、ヘルパーステーション 
●平成 30 月 4 月～31 年 3 月 

◇新規契約者数（内訳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※訪問介護     ・・・・・・要介護１～５の方が対象 

※要支援訪問型、要支援生活援助型 ・・・要支援１、２の方が対象 

※居宅介護     ・・・障がい者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための

訪問サービス 

※重度訪問介護 ・・・障がい者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための

法律での訪問サービス（常時、支援が必要な方） 

※同行援護・・・・ 視覚障がい者の訪問サービス 

※自費サービス ・・・介護保険外のサービス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月  計

訪問介護 0 0 2 3 2 0 1 1 2 1 0 0 12

要支援訪問型 1 0 1 0 0 1 1 1 1 0 0 0 6

要支援生活援助型 0 1 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0 4

居宅介護 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

同行援護 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

重度訪問介護 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

自費 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 2

障がいサービス 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月  計

居宅介護

利用時間数(延べ） 16 14 13 12 13 11 13 12 8 8 8 8 136

利用回数（延べ） 16 14 13 12 13 11 13 12 8 8 8 8 136

同行援護

利用時間数(延べ） 0 0 0 0 2 2 0 2.5 0 0 2.5 0 9
利用回数（延べ） 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 3

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月  計

要介護利用者数 39 40 37 40 40 37 37 35 34 34 35 34 442

要支援利用者数 36 36 36 35 36 36 36 37 38 37 33 32 428

利用時間数（延べ） 675 696 647 680 711 645 691 637 646 615 603 649 7894

利用回数（延べ） 674 693 652 701 727 663 708 649 648 624 609 666 8014
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■会議・研修状況 

１．職員会議（毎月１回、実施） 

  検討内容・・・利用者の情報共有・介護計画書の見直し・業務の見直しなど。 

２．ヘルパー研修会（毎月月末に、職員及び登録ヘルパー参加による研修会を実施） 

３. 訪問介護連絡会（２ヶ月に 1 回、実施） 

 

    

６、栄養課 
１.行事食・食事レク 

 平成 30 年度行事食、食事レク実施状況は以下の通りです。 

栄養課 

30.4.13 山口県郷土料理 

30.4.20 長崎県郷土料理 

30.4.23 春のパン祭り（サンドウィッチ、蒸しパン） 

30.5.5 端午の節句（鯛の煮つけ） 

30.5.9 バイキング（20種類のおかず） 

30.7.7 七夕 行事食（七夕そうめん） 

30.7.16 海の日（中華風おこわ、冷やしうどん） 

30.7.20 夏至（蛸飯） 

30.7.22 夏祭り（屋台の食事） 

30.8.11 山の日（山菜ご飯、きのこおろしそば） 

30.8.16 熊本県郷土料理 

30.9.11 岡山県郷土料理 

30.9.22 敬老祭（松茸ごはん、天ぷら盛り合わせ） 

30.9.29 鳥取県郷土料理 

29.10.3 広島県郷土料理 

30.10.23 大分県郷土料理 

30.10.31 ハロウィン（パンプキンシチュー、かぼちゃマフィン） 

30.11.14 バイキング（おかず 20種類） 

30.11.24 秋のパン祭り（サンドウィッチ、蒸しパン） 

30.12.22 クリスマス会（クリスマスプレート） 

30.12.26 おもちつき大会 

31.1.1 元旦（おせち料理） 

31.1.7 七草粥 

31.1.11 鏡開き（ぜんざい） 

31.1.14 青森県郷土料理 

31.1.29 秋田県郷土料理 
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31.2.2 節分（恵方巻き） 

31.2.6 山形県郷土料理 

31.2.14 バレンタイン（ハートハンバーグ、チョコプリン） 

31.2.15 運営推進会議試食会（お弁当提供） 

31.2.25 福島県郷土料理 

31.3.2 ひなまつり（ひなちらし、桜ようかん） 

31.3.6 力士訪問（唐揚げカレー） 

31.3.11 群馬県郷土料理 

31.3.14 ホワイトデイ（クラムチャウダー、ソイプリン） 

31.3.21 香川県郷土料理 

 

２．研修状況 

参加研修 

30.6.16 民間社会福祉施設食品衛生研修会 

     食中毒予防について 

31.1.24  平成 30 年度特定給食講演会Ⅱ 

     施設における災害対策～今、わたしたちにできること 

 

３．現場盛り付け対応職員検便 

月に１度食事に携わる職員のみ実施。 

月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 

実施者数 31 名 31 名 30 名 30 名 33 名 32 名 

月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

実施者数 31 名 32 名 32 名 30 名 30 名 28 名 

 

４．栄養課会議の開催 

 栄養課職員の意思統一、調理への反映を目的として毎月開催。内容は行事食の検討や

各フロアの意見を献立に反映。事故やヒヤリハットの確認・反省と今後の取り組みについて

意見交換。 

 

５．嗜好調査 

30 年度は 4回実施。調査結果について、半数以上から味付け、色合い 

美味しさに満足との結果が出た。次年度はより満足度の向上を目指す。 

 

 

 

（％） 
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設問項目 
6 月 9 月 12 月 3 月 

利用者 職員 利用者 職員 利用者 職員 利用者 職員 

 

主食の硬さ 

硬い 0.0 3.7 7.5 0.0 0.0 4.5 3.1 3.2 

丁度よい 100.0 92.6 87.5 100.0 93.8 95.5 96.9 93.5 

柔らかい 0.0 3.7 5.0 0.0 6.3 0.0 0.0 3.2 

 
 
 
 
 
 
 
 

味
付
け 

 

おかず 

 

薄い 0.0 3.6 2.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

丁度よい 100.0 85.7 97.4 77.8 100.0 87.0 100.0 79.3 

濃い 0.0 10.7 0.0 22.2 0.0 13.0 0.0 20.7 

 

おかず 

甘い 4.2 10.0 3.0 0.0 0.0 5.9 0.0 18.2 

丁度よい 95.8 80.0 97.0 81.8 100.0 76.5 93.3 63.6 

辛い 0.0 10.0 0.0 18.2 0.0 17.6 6.7 18.2 

 

汁もの 

濃い 0.0 7.4 5.7 5.9 0.0 10.5 4.0 7.1 

丁度よい 96.3 85.2 91.4 82.4 100.0 84.2 96.0 82.1 

薄い 3.7 7.4 2.9 11.8 0.0 5.3 0.0 10.7 

 

味付けの 

ばらつき 

感じる 6.5 53.6 13.9 42.1 9.4 65.2 10.7 56.3 

感じない 58.1 39.3 75.0 57.9 53.1 30.4 75.0 43.8 

わからない 35.5 7.1 11.1 0.0 37.5 4.3 14.3 0.0 

 

おかずの量 

 

少ない 3.3 21.4 2.7 10.0 3.1 25.0 3.6 10.7 

丁度よい 90.0 67.9 91.9 80.0 93.8 66.7 92.9 82.1 

多い 6.7 10.7 5.4 10.0 3.1 8.3 3.6 7.1 

   

 

おかずの 

量のばらつき 

感じる 6.5 64.3 2.8 47.4 0.0 69.6 14.3 56.3 

感じない 61.3 35.7 88.9 47.4 59.4 26.1 67.9 43.8 

わからない 32.3 0.0 13.9 5.3 37.5 8.7 14.3 0.0 

 

 

おかずの 

色合い 

悪い 0.0 13.8 0.0 5.9 4.8 4.3 0.0 3.3 

良い 44.8 27.6 19.4 52.9 52.4 43.5 48.0 46.7 

普通 55.2 58.6 80.6 41.2 42.9 52.2 52.0 50.0 

 

 

 

緑橋の食事は 

美味しいですか 

とても 

美味しい 19.4 21.4 5.3 21.1 15.2 20.8 13.8 25.0 

美味しい 41.9 39.3 55.3 63.2 60.6 62.5 44.8 46.9 

普通 38.7 35.7 36.8 15.8 24.2 16.7 41.4 21.9 

 
あまり 

美味しく 

ない 
0.0 3.6 2.6 0.0 0.0 0.0 0.0 6.3 

美味しく 

ない 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
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② 担当会議 

各担当会議 開催日程表 

 

行事・地域・ボランティア担当 会議 毎月第１水曜日 

サービス向上（食事希望）担当 会議 毎月第２水曜日 

教育・研修担当 会議 毎月第３水曜日 

リスクマネージメント・衛生担当 会議 毎月第４水曜日 

広報担当 会議 毎月第２火曜日 

物品担当 会議 適時開催 

 

 

 

 

行事・地域・ボランティア担当 取り組み内容 

【全体行事】 

○内容の見直しとメンバー決め 

・前年度の記録を参考に反省点や問題点を改善できるよう意見交換を行う 

・前年度の行事について全職員にアンケートを実施。アンケートの中で「経験して 

みたい行事は？」という項目を組み込む。多くの職員から前向きな回答があり意見を 

反映させた上で、メンバー決めを行う 

 

○ハミングベル緑橋の特色を活かした行事の企画・開催 

  ・夏祭り、敬老祭、クリスマス会、獅子舞突入!、アート展、節分、餅つき大会 等 

 

○全体行事の企画書、報告書等を共有資料として見直し保管 

 

○行事で使用した物品の整頓、保管場所の統一 

 

【地域行事】 

緑橋を利用する利用者様とご家族、地域の皆様に協力していただき、また共に楽し 

んで頂く事で、交流を兼ねた行事の開催 

・みどりんぐカフェ、愛・音楽、夏祭り、もちつき大会の開催等 

  ※地域向け行事に関しては作成しているマニュアル参考に実施 
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○地域との交流、開催している行事への参加 

・地域の店（喫茶店・スーパー等）との交流推進 

・地域行事への参加 

(地域の祭り、運動会、おやじカフェ、ふれあい広場等) 

 

【変わり湯】 

 ～ハミングベル湯の国～  H29.3 月から実施 

 4 月 桜湯(桜の造花を飾り桜のバスロマンを使用) 

 5 月 菖蒲湯 

 6 月 どくだみ風呂 

 10 月 生姜湯(スライスして乾燥させた物を使用) 

 11 月 りんご湯(皮をネットに入れて使用) 

 12 月 ゆず湯 

 

【クラブ・ボランティア】 

ボランティアの募集（大阪ボランティア協会・大阪市ボランティア情報センター） 

クラブ活動/編物・生花・俳句 

地域行事・外出行事同行ボランティア(随時) 

傾聴ボランティア(概ね毎週来所) 

フラ・ココナッツ(年 3 回) 

ぱんじいおはなし会(年 2 回) 

あんぱと(年 2 回) 

東中本保育園(年 2 回) 

東中本幼稚園(年 1 回) 

ＢＴＲカレッジ（メイクボランティア） 

 

サービス向上（食事希望）担当の取り組み 

（美化） 

・施設内外の掃除、環境チェック 

・屋上清掃（各階１カ月交代で） 

・環境整備（ゴミ捨て場各階 1週間交代で） 

 

（園芸） 

・緑橋農園の管理（植付け・水遣り・土肥やし等） 

 

（イベント） 

・全体交流を持てるようなイベントの企画と実施「絆きづかん会」 
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（食事) 

・全国郷土料理イベント 

・食事意見ノート・嗜好調査の結果を参考にサービス向上に繋げる 

・行事食の提案・改善を行う 

・行事食ごとのランチョンマット作成を行う 

・バイキングの実施（年２回） 

 

（課題・取り組み） 

・利用者へのサービス向上を目指す取り組み 

（苦情・要望） 

・意見箱や苦情・要望であがった問題の原因・改善・再発防止を検討、実施 

 

教育・研修担当の取り組み 

◎30 年度 担当会議の主な取り組み 

・年間研修予定の通り全体研修会を企画、実施する 

日  程 内  容 

4 月 理 念 

6 月 感染症 

10 月 理念・法令順守 

11 月 事故防止予防・再発防止 

1 月 身体拘束廃止 

3 月 プライバシー保護 

※その他の必須項目については各部署のフロア会議内で実施している 

 

◎振り返り・課題 

・研修内容については参加職員からのアンケートから、新たな学びになった、知識の

振り返りができた等の意見が多く充実した内容になっている。しかし参加人数が少な

く、研修に参加している、していない職員で知識の差があるため、研修の方法（実施

方法や伝達方法）の検討が必要。 

 

リスクマネージメント・衛生担当の取り組み 

１．リスクマネージメントについて 

①環境パトロールの実施 

  他部署のリスク、または良い点を探し、委員会で報告会を行い 

改善点など、各部署へ報告 
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平成 30 年 7 月 25 日（水）、平成 31 年 1 月 30 日（水）に実施 

 

②事故・ヒヤリハット事例検討 

  各部署の事故やヒヤリハット事例を持ち寄り情報共有し、他部署からの意見や

改善案を交換し合い、施設全体で事故防止に取り組む 

  

③服薬強化週間の取り組み（1～7 日／毎月） 

⇒強化週間には、服薬前に服薬方法のマニュアルを読み合うなど、 

服薬事故の危険さを再度認識し、意識を高める 

 

２．緊急対応・防災・衛生管理について 

〈救命救急〉 

・救命普及員講習受講、施設内での救命講習の実施 

平成 31 年 2 月 26 日（火）・27 日（水） 

 

〈防災〉 

① 河川氾濫避難訓練の実施 平成 30 年 4 月 25 日（水） 

 ３階以上への避難誘導。職員緊急連絡網による連絡を行う 

 

② 消防訓練の実施 平成 30 年 5 月 28 日（月）に 実施 

   内容として通報・初期消火・避難誘導を行う 

(初期消火・避難誘導は利用者・施設職員・中本第１町会も参加) 

  

③ 夜間想定の通報・初期消火・避難誘導を行う  

    ⇒南の非常階段側から避難する想定で施行 

   (初期消火・避難誘導は利用者・施設職員 参加) 

施設消防設備の使用方法とマニュアルの作成消防訓練の実施  

平成 30 年 12 月 17 日（月）に実施 

 

〈衛生管理について〉 

 ①感染症・衛生  啓発活動  

  季節毎に流行る感染症のポスターにて家人や利用者様へ感染症の蔓延の警告 

 

３．スキルアップについて 

 ①教育・研修への提案・連携 

   感染症や事故などの研修会に担当として参加 
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広報担当 取り組み 

 月１回、Ａ３両面カラー印刷の“みどりんぐ”新聞を発行 

利用者様、来客の方に日々の活動を知って頂けるよう、又、５事業ある緑橋の職員 

同士のお互いの仕事を分かり合えるよう留意して作成している 

物品担当 取り組み  

洗剤、オムツ類・文具類・シーツ類と３つある倉庫の整理、残数確認、補充を行っ

ている 

・消耗品の使用、注文について把握出来るようにする 

  使用した部署や量を持ち出し時に記入し、使いすぎのないよう管理している。 

・施設全体で必要な備品の取捨選択をし、適正な価格での購入をする 

  

 

 

Ⅳ 東成区北部地域包括支援センター 

 

1 地域包括支援センターの運営体制について 

1）職員の適正配置 

 保健師及び 

看護師 

社会福祉士 主任介護 

支援専門員 

介護支援 

専門員 

事務員 

包括的支援業務 

担当職員 
1 名 2 名 2 名   

指定介護予防支援 

業務担当職員 
   1 名  

認知症施策推進 

担当職員 
 0.5 名    

地域ケア推進 

担当職員 
 0.5 名   1 名 

その他     1 名 
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2）専門性の確保 

平成 30 年度  研修受講内容 

研修名 参加日 
参加

者数 

・権利擁護支援の地域連携ネットワークにおける成年後見制度利 

用促進研修【第一回、第二回】 

・自立支援のためのリハビリに関する研修会 

・平成 30 年度 地域包括支援センター職員基礎研修 

・2018 年度 高齢者虐待対応研修 

・大阪市親族後見人相談会 「後見の話」 

・大阪市自立支援型ケアマネジメント検討会議参加者研修会 

・平成 30 年度 高齢者虐待対応研修 

・平成 30 年度 入退院支援における多職種連携研修会 

・地域包括ケア等充実・強化研修 

・大阪市自立支援型ケアマネジメント検討会議参加者研修会 

・バッチリ押さえる 栄養改善・口腔ケア・リハビリの新常識 

・認知症研修 アセスメント編 

・知ってほしい依存症のこと ギャンブル依存症について知ろう 

・知ってほしい依存症のこと アルコール依存症について知ろう 

・認知症強化型包括管理者のためのスーパービジョン研修 

・大阪市認知症セミナー 

・平成 30 年度地域包括支援センター実践能力向上研修 

・認知症ケア「本人の意思を伝えるための代弁とは」 

・～もし、クライアントが刑事司法とかかわったら～ 

・認知症強化型地域包括支援センター 担当者研修 

・セルフネグレクト、支援拒否のある方への支援について 

・在宅支援の和 心不全の在宅管理 

・医療福祉関係者のための成年後見制度活用講座 

・自立支援・介護予防に向けたマネジメントについて 

・地域包括・在宅介護支援センター協議会 兵庫セミナー 

・平成 30 年度 地域包括支援センター職員課題別研修 

・ケアマネスキルアップ事業 ケアプラン点検の振り返り研修 

・認知症強化型包括支援センター 担当者フォローアップ研修 

・ホワイトボードミーティングについて 

・平成 30 年度 地域包括ケア等充実・強化研修 

・地域包括ケアシステム推進研修会 

・認知症疾患医療センター研修会 

・認知症サポート医フォローアップ研修 

30.5.23 

30.5.30 

30.6.7 

30.6.19、6.20 

30.6.29 

30.7.11 

30.7.13 

30.7.31 

30.8.3 

30.8.24 

30.9.7 

30.9.11 

30.9.12 

30.9.18、10.24 

30.10.16、11.20 

30.9.21 

30.9.27 

30.10.9 

30.10.20 

30.10.26 

30.10.26 

30.11.9 

30.11.12 

30.11.24 

30.12.4 

30.12.6 

30.12.18 

31.1.11 

31.1.24 

31.1.30 

31.2.1 

31.2.5 

31.2.7 

31.2.19 

1 名 

1 名 

1 名 

1 名 

1 名 

1 名 

2 名 

1 名 

1 名 

1 名 

2 名 

1 名 

1 名 

1 名 

1 名 

1 名 

1 名 

1 名 

1 名 

1 名 

1 名 

1 名 

1 名 

1 名 

1 名 

1 名 

1 名 

1 名 

1 名 

1 名 

1 名 

1 名 

1 名 

1 名 
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・バッチリ押さえる 栄養改善・口腔ケア・リハビリの新常識 

・平成 30 年度介護予防活動普及展開事業全体研修 

・認知症総合事業取り組み報告会 

31.2.20 

31.3.18 

31.3.20 

1 名 

1 名 

1 名 

 

２ 平成 30 年 介護予防ケアプラン（要支援 1、2 の人のケアプラン）作成状況 

月 ①包括作成数 ②一部委託事業所作成数 ③合計 委託率 

4 月 78 539 617 87.4 

5 月 77 559 636 87.9 

6 月 76 551 627 87.9 

7 月 79 552 631 87.5 

8 月 74 549 623 88.1 

9 月 78 557 635 87.7 

10 月 75 563 638 88.2 

11 月 76 563 639 88.1 

12 月 74 553 627 88.2 

1 月 74 560 634 88.3 

2 月 74 551 625 88.2 

3 月 73 551 624 88.3 

合計 908 6,648 7,556 88.0 

・委託したケアプランセンター（居宅介護支援事業所）の数 117 事業所  

・内、占有率最高事業所の年間平均占有率 6.3% 

 

中立・公平性の確保（30 年 4 月～31 年 3 月の包括直接作成プランの平均実績） 

利用サービス 年間 

延べ利用者数 

利用事業者

数 

占有率最高事業所の割合 

訪問型サービス 535 23 92 件（17.2%） 

通所型サービス 387 20 86 件（22.2%） 

介護予防通所リハ 38 3  21 件（55.3％） 

福祉用具 390 16 150 件（38.5%） 

介護予防訪問看護 85 6   25 件（29.4%） 

 

 

 

 

 

 

 



59 

3 包括的支援事業 業務別実績 

1）総合相談・権利擁護事業 

①30 年度 総合相談利用実績 

 平成 30 年度 

北部包括 

相談実績 

平成 29 年度 

北部包括 

相談実績 

訪問による相談（延べ） 1,407 1,294 

電話による相談（延べ） 4,009 3,562 

来所による相談（延べ） 381 501 

その他 231 221 

合計 （うち認知症疑い有） 6,028（2,608） 5,578（2,386） 

相談実人員 （うち認知症疑い有） 906（270） 882（256） 

訪問による相談実人員 439 387 

 

②総合相談内容区分（平成 30 年度） 

相

談 

内

容 

家
族
・
家
庭
問
題 

経
済
・
生
活
問
題 

介
護
サ
ー
ビ
ス 

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス 

 

介
護
予
防
日
常 

生
活
支
援
総
合
事

業 
福
祉
サ
ー
ビ
ス 

保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス 

虐
待 

成
年
後
見
制
度 

生
き
が
い
づ
く
り 

そ
の
他 

合
計 

 83 1,739 1,651 787 208 88 809 186 131 9 337 6,028 

 

2）ネットワークの構築 ：会議開催・参加状況（主催、共催、参加累計） 

①地域ケア会議（個別ケース検討）         56 回  

②地域ケア会議（事例検証：振り返り）        2 回 

③地域ケア会議（見えてきた課題のまとめ）       5 回 

④地域ケア会議（自立支援型検討会議）         6 回 

⑤見えてきた課題対応のための会議          12 回 

⑥その他ネットワーク構築のための会議        208 回 

⑦東成区地域包括支援センター・ブランチ連絡会議   17 回 

⑧地域密着型サービス運営推進協議会         29 回 

⑨東成区地域包括支援センター運営協議会       4  回 

⑩サービス利用調整会議（虐待の判断、対応、終結等） 36 回 

⑪地域等との関係づくり               2  回 

⑫地域ケア会議以外の個別ケース会議         14 回 

⑬居宅介護支援事業者連絡会             24 回 

＊累計会議 開催・参加状況  415 回 
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3）包括的継続的ケアマネジメント（ケアマネージャー支援） 

①介護支援専門員個別相談件数 

平成 30 年度 1,121 件 （平成 29 年度 1293 件 平成 28 年度 842 件） 

 

②居宅介護支援事業者連絡会の開催（毎月） 

（東成区のケアプランセンターの連絡会を事務局としてサポート） 

その他 居宅連絡会執行部会議、他打合せ等  

 

③介護支援専門員等への研修会 

○「怒りと上手に付き合う」より良い支援のために 参加者 45 名 

講師：女性ライフサイクル研究所 ＦｅＬｉｅｎ 副所長 津村 薫氏 

○『施設・事業所が取り組むべき防災への備えとその動機付け』 参加者 38 名 

～福祉施設の実践から学ぶ、救える命と健康を守るためにできること～ 

 講師：社会福祉法人 ライフサポート協会 相談員   木村 浩二氏 

                    社会福祉士  松岡 由美氏 

 

④大阪市自立支援型ケアマネジメント検討会議の説明会 

  〇大阪市の自立支援型ケアマネジメント検討会議について 

講師：大阪市福祉局 高齢者施策部 高齢福祉課 辻野 充宏氏 

 

4）認知症高齢者支援・啓発等 

  ①東成区版認知症ケアパス 『認知症あれそれガイド』の作成、配布 

     東成区認知症施策ワーキングチームにて内容を検討し、強化型包括として発行 

 

②4/24 東中本地域 認知症を考える講演会 東中本住民等 18 名参加 

東中本社会福祉協議会、区社協、区役所、東陽地域ブランチと共催 

講師：グループホームいこいおりおの館 館長 吉田 洋司氏 

 

③6/7 中本地域 認知症高齢者等声掛け体験会 中本住民等約 50 名程度参加 

中本地域ネットワーク委員会、区社協と共催 

    対象者：中本地域友愛訪問活動者（町会長、民生委員、女性部長など） 

 

④知って得する連続講座『認知症について』 

東成区全 11 校下に対して、区民向け出前講座を認知症施策推進ワーキングチ

ームにて実施。参加者合計：272 名 

 

⑤認知症サポーター養成講座（キャラバンメイト連絡会等と共催） 
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・10/10 北中道小学校 5 年生向け講座 43 名参加 

   ・11/30 グループホーム連絡会 スタッフ向け 12 名参加 

・12/13 相生中学校生徒向けに認知症サポーター養成講座を開催 210 名参加 

 

⑥東成区物忘れが気になる人の会（東成区社協、包括・ブランチ連絡会共催） 

    ２か月に１回の定例開催 近況報告や悩みの共有、活動の検討など 

 

⑦11/13 認知症実践者の会（区内事業所等との協働開催） 

  『高齢者虐待に発展させないために』～グレーゾーン・不適切ケアを見直そう～ 

講師：大阪市認知症介護指導者 東陽地域ブランチ 横田 隆作氏 

参加者：区内事業所等関係者 37 名 

 

⑧3/9 東成区区民公開講座『認知症予防について』医師会と共催 

講師：弘済院附属病院 神経内科部長 金田 大太氏 

参加者 地域住民、専門職等 150 名 

 

5）制度横断的な複合課題の検討・支援の仕組みづくりの検討 

 『認知症等支援検討チーム』にて早期の連携相談シート【ワケわけシート】を作成 

 

6）家族介護者支援事業 

①かいごでガッテン（家族介護者交流会）包括ブランチ連絡会で共催 

  ・6/28 生涯元気な耳を～補聴器の話と体験会～        参加者 37 人 

  ・10/13 マイクロバスで行く！施設見学会ツアー（区内 3 施設）参加者 28 人 

  ・12/14 見え方大丈夫ですか？特に白内障・緑内障について  参加者 44 人 

  ・3/28  地域共生！？認知症があってもできることはある   参加者 50 人 

 
 

Ⅴ 研修・福利厚生・職員採用 

 

施設外研修参加一覧（ハミングベル中道） 

研修名 人数 研修月 部門・所属 

新入職員のためのサービスマナーセミナー ２名 4月 特養 

デイサービスのあり方研究会 １名 4月～3月 デイ 

介護福祉士実務者研修 ２名 4月～7月 特養 

介護職員実務者研修 医療的ケア １名 4月～5月 特養 

認知症介護実践者研修 １名 5月～6月 デイ 
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おむつ交換完全マスター １名 5月 特養 

介護福祉士実務者研修 １名 5月～8月 特養 

助成金セミナー １名 5月 事務 

介護福祉士実務者研修 １名 6月～9月 特養 

自立支援のためのリハビリに関する研修会 １名 6月 デイ 

特養 生活相談員学習会 １名 7月～2月 特養 

特養 栄養士学習会 １名 7月～2月 特養 

防災研修会 １名 9月 事務 

栄養マネジメントについて １名 9月 特養 

日本音楽療法学会 ２名 9月 特養 

監事研修会 １名 10 月 本部 

デイサービス生活相談員研修会 １名 11 月 デイ 

労働セミナー １名 11 月 事務 

防災研修会 ２名 11 月 特養 

看取り・ターミナル研修会 ２名 11 月 特養 

ワンピース研修会 １名 ２月 デイ 

◎ 大阪市老人福祉施設連盟「施設長研修」  施設長又は総務部長 随時参加 

 

施設外研修参加者一覧（ハミングベル緑橋） 

研修名 人数 研修月 部門・所属 

大阪府主任介護支援専門員更新研修 1 名 4 月 小規模 

多職種連携にかかる医療・介護・障がい福祉制度 2 名 5 月 居宅 

在宅医療・介護講演会 1 名 6 月 居宅 

自立に向けたケアマネジメント 2 名 6 月    居宅 

第４回在宅支援の「和」「ここが知りたい緩和ケア 1 名 6 月 居宅 

実務者研修 1 名 7 月 小規模 

平成 30 年度 ﾘｰﾀﾞｰ・主任（副主任）研修 1 名 7 月 GH 

栄養改善・口腔ケア・リハビリの新常識研修 1 名 9 月   居宅 

自立支援に向けたケアマネジメント 2 名 9 月～10月 居宅 

同行援護従事者研修一般・応用 1 名 9 月～10月   ヘルパ 

日本音楽療法学会学術大会 2 名 9 月 小規模・デイ 

大阪しあわせネットワークコミュニティ 1 名 10 月～11月 居宅 

居宅介護支援事業者連絡会出前講座 2 名 11 月 居宅 

若年性認知症のための通所ケアのあり方 １名 11 月 ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ 

本人の想いを代弁する力をつけよう！！ 1 名 12 月 居宅 

アンガーマネジメント 1 名 12 月 デイサービス 

居宅連絡会出前講座 在宅医の役割と実際 2 名 1 月 居宅 

東成区多職種連携会「高齢者にやさしいまち東成へ」 3 名 1 月 居宅 

パーキンソン病の摂食・嚥下 1 名 1 月 居宅 

日本音楽療法学会第 17回近畿学術大会 2 名 3 月 小規模・デイ 
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１、 福利厚生について 

１．職員のクラブ活動 

      ①  フットサルクラブ（市内フットサルコートにて活動中） 

     月間１回程度活動 

    ② お琴・三味線クラブ 

     週１回程度活 動 （本部３階にて練習） 

      特養の行事や発表会等で練習の成果を発表しています 

 

２．平成３０年度 社会福祉施設退職手当共済について 

① 加入職員数…１１３名（在職加入資格者は全員加入しています。） 

② 納付掛金額…１４，２８４，５００円（Ｈ３１年３月末分） 

 

３．職員の慶弔について 

職員の結婚、出産、退職、お見舞金などについては就業規則に基づいて金品 

を贈っています。 

 

４．ハミングベル職員互助会 

◎職員間の親睦をはかることを目的として平成１７年９月に発足 

・会長 小栗 健太（会長含め９名の役員にて運営） 

・常勤職員は全員加入（会費は毎月 1,000 円を給与より天引き）、パー 

ト職員は任意加入（平成３１年３月現在、会員数１１２名） 

・新人職員歓迎会 ４月１３日（京橋） 

・秋の親睦会  １０月１５日（ホテルニューオータニ叙々苑にて） 

・忘年会     １２月１２日（ＫＫＲホテル大阪にて） 
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２、職員採用について 

 
       平成３０年度 職員採用月別一覧表 

 前月末職員数 
採用人数 

（常勤職員） 

採用人数 

（パート） 
採用人数小計 退職者数 当月末職員数 

４月 １５４ ６ ０ ６ ２ １５８ 

５月 １５８ １ １ ２ ０ １６０ 

６月 １６０ ０ ０ ０ ０ １６０ 

７月 １６０ １ ２ ３ ４ １５９ 

８月 １５９ ０ １ １ ２ １５８ 

９月 １５８ １ ０ １ ５ １５４ 

10月 １５４ １ ０ １ １ １５４ 

11月 １５４ １ ３ ４ ０ １５８ 

12月 １５８ ０ ０ ０ １ １５７ 

１月 １５７ １ １ ２ ４ １５５ 

２月 １５５ ０ １ 1 ２ １５４ 

３月 １５４ １ ２ ３ ４ １５３ 

合計    １３ １１ ２４ ２５  

 

◎ 平成３１年３月３１日現在  職員数：１５３名 在籍 

      （育児休業中３名、ＥＰＡ介護福祉士候補者ベトナム人１名含む）                              

  ＊ 登録ヘルパー職員除く  

 


